
東北地方整備局 河川部

※数値は速報値ですので今後の精査等により変更する場合があります。

8時頃撮影

令和元年10月12日出水（台風第19号）の概要

《 第3報 12月26日 15時時点 》

速報版
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出水の概要
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令和元年10月12日出水（台風第19号）の概要

10月12日0時から14日0時までの48時間の累計

※4 天気図、衛星画像は気象庁資料より※3 累加レーダー雨量図は統一河川情報システムより

累加雨量レーダ ※3

天気図（１０月１３日３時頃）
※4

2

衛星画像（１０月１３日１時頃）

〇青野（宮城県） ：410mm
（鳴瀬川水系大滝川＿宮城県加美郡加美町）

※年間降水量（1,763mm）で見ると約３か月分

み や ぎ け ん か み ぐ ん か み ち ょ う

あ お の

な る せ が わ お お た き が わ

※

〇筆甫（気象庁） ：594mm
（阿武隈川水系＿宮城県伊具郡丸森町）

※年間降水量（1,483mm）で見ると約５ヶ月分

い ぐ ぐ ん ま る も り ま ち

ひ っ ぽ

あ ぶ く ま が わ

※

〇大内（国交省） ：612mm
（阿武隈川水系雉子尾川＿宮城県丸森町）

※年間降水量（1,683mm）で見ると約４か月分

ま る も り ま ち

お お う ち

あ ぶ く ま が わ き じ お が わ

※

○台風19号の影響により10月12日夕方から、東北地方の広い範囲で非常に激しい降雨となり、累加雨量は多いところで６００mmを超過しました。

○宮城県の青野雨量観測所（国交省所管）では累加雨量４１０mmを観測し、筆甫雨量観測所（気象庁所管）では累加雨量５９４mmを観測、さらに大内

雨量観測所（国交省所管）では累加雨量６１２mm、を記録する雨となりました。

○鳴瀬川水系では１１水位観測所、名取川水系で１水位観測所、阿武隈川水系の８水位観測所、最上川水系の３水位観測所で観測史上最高の水位

を更新しました。

※気象庁資料
速報値

令和元年
台風１９号



【令和元年10月13日17時 現在】
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名取川

鳴瀬川

阿武隈川

なるせがわ

なとりがわ
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御所ダム

四十四田ダム

鳴子ダム

しじゅうしだ

ごしょ

なるこ

三春ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

摺上川ダム

しちかしゅく

かまふさ

みはる

すりかみがわ

湯田ダム
ゆだ

胆沢ダム
いさわ 田瀬ダム

たせ

白川ダム
しらかわ

長井ダム
ながい

寒河江ダム
さがえ

月山ダム
がっさん

玉川ダム
たまがわ

森吉山ダム
もりよしざん

浅瀬石川ダム
あせいしがわ津軽ダム

つがる

レベル４（氾濫危険水位超過）

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

凡 例

レベル５（氾濫発生）

防災操作実施ダム

○レベル5（氾濫発生）

・阿武隈川（阿武隈川）

・鳴瀬川（吉田川、善川、竹林川）

〇レベル4（氾濫危険水位超過）

・最上川（最上川） ・阿武隈川（荒川）

・鳴瀬川（鳴瀬川）

〇レベル3（避難判断水位超過）

・名取川（名取川）

○直轄13ダム で防災操作を実施

三春ダム、摺上川ダム、寒河江ダム、釜房ダム、白川ダム、

月山ダム、七ヶ宿ダム、湯田ダム、鳴子ダム、玉川ダム、

田瀬ダム、四十四田ダム、御所ダム

２．直轄ダム洪水調節状況

１．河川出水状況（直轄河川）

も が み が わ

す り か み が わ さ が え か ま ふ さ

が っ さ ん し ち か しゅ く

し ら か わみ は る

な る せ が わ

な と り が わ

ぜ ん か わ た け ば や し が わ

あ ら か わ

ゆ だ な る こ た ま が わ

た せ し じ ゅ う し だ ご し ょ

あ ぶ く ま が わ

よ し だ が わ

3

３． 避難指示及び避難勧告

ご し ょ が わ ら し

あ き た し だ い せ ん し ゆ り ほ ん じ ょ う し か た が み し

い か わ ま ち み た ね ち ょ う は ち ろ う が た ま ち ご じ ょ う め ま ち

に の へ し

つ る お か し ま む ろ か わ ま ち

あ お も り け ん

あ き た け ん

い わ て け ん

や ま が た け ん

４．一般被害（国管理河川）内水・越水

〇福島県（７市町村）

・阿武隈川（伊達市、桑折町、二本松市、本宮市、郡山市、須賀川市、

玉川村）

○岩手県（１市）

北上川（一関市）

〇宮城県（１０市町村）

鳴瀬川（大崎市、松島町、大郷町、大和町、富谷市）

阿武隈川（岩沼市、柴田町、角田市、亘理町、丸森町）

○山形県（５市町）

最上川（長井市、南陽市、新庄市、大石田町、尾花沢市）

ふ く し ま け ん

こ お り や ま し

ふ く し ま け ん

に ほ ん ま つ し す か が わ し ふ く し ま し か た が み し

い か わ ま ち み た ね ち ょ う は ち ろ う が た ま ち ご じ ょ う め ま ち

い わ て け ん

や ま が た け ん

つ る お か し ま む ろ が わ ま ち

〇青森県１市で避難勧告

八戸市

〇岩手県6市町村で避難指示

陸前高田市、岩泉町、普代村、田野畑村、野田村、大槌町

〇宮城県13市町村で避難指示

仙台市、丸森町、大郷町、他

〇山形県4市町で避難勧告

上山市、南陽市、高畠町、米沢市

〇福島県18市町村で避難指示

福島市、本宮市、南相馬市、郡山市、須賀川市、他

※支川を含む

だ て し に ほ ん ま つ し こ お り や ま し す か が わ し

たまかわ むら

い ち の せ き し

お お さ き し ま つ し ま ま ち お お さ と ちょう た い わ ち ょ う と み や し

い わ ぬ ま し し ば た まち

な が い し なん よう し

東北地方整備局管内の直轄管理河川の状況

※現在水位は水防団待機水位以下まで降下

※現在は防災操作を終了

【令和元年10月17日12時 現在】

かく だ し まる もり まちわ た り ちょう

しんじょう し おおいしだ まち

こ お り まち

おばなざわ し

も と み や し



4

阿武隈川流域における水位の状況

阿武隈川流域図

阿武隈川では、須賀川（福島県須賀川市）から丸森（宮城県丸森町）までの水位観測所で既往最高水位を超過。

特に、福島県内の本宮（本宮市）、阿久津（郡山市）、須賀川（須賀川市）地点においては計画高水位を超過。
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※水位数値は10分データ



吉田川流域における水位の状況

鳴瀬川水系吉田川では、粕川（宮城県大郷町）から鹿島台（宮城県松島町）までの水位観測所で既往最高水位を超過。

吉田川の落合（宮城県大和町）、粕川（宮城県大郷町）、鹿島台（宮城県松島町）地点においては計画高水位を超過。
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鳴瀬川流域図
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※※落合観測所は量水標読み値（水位計不具合のため）
※最高水位は正時の水位による比較となっている。
※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。
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阿武隈川水系 阿武隈川 二本松水位観測所
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6

阿武隈川流域の水位・雨量の状況①

田母神雨量観測所
（国交省）

たもがみ

あくつ

大内雨量観測所
（宮城県）

おおうち

阿久津水位観測所
(阿武隈川133.6ｋ)

二本松水位観測所
(阿武隈川106.6ｋ)

須賀川水位観測所
(阿武隈川147.9ｋ)

にほんまつ

すかがわ

丸森水位観測所
(阿武隈川37.2ｋ)

まるもり

氾濫危険水位 10.40m

避難判断水位 10.10m

氾濫注意水位 6.50m

水防団待機水位 5.50m

計画高水位 13.18m

洪水ピーク水位 12.80m（10月13日4:20）

水位（m）

10月12日 10月13日 10月14日

氾濫危険水位を約17時間超過

丸森水位観測所（阿武隈川水系 阿武隈川）

氾濫危険水位 22.30m

避難判断水位 22.00m

氾濫注意水位 19.50m

水防団待機水位 18.00m

計画高水位 23.70m

洪水ピーク水位 23.49m（10月13日5:00）

水位（m）

10月12日 10月13日 10月14日

氾濫危険水位を約14時間超過

深夜から水位の高い時間帯となった

深夜から水位の高い時間帯となった

0

100

200

300

400

500

600

7000

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0:
00

1:
00

2:
00

3:
00

4:
00

5:
00

6:
00

7:
00

8:
00

9:
00

10
:0

0
11

:0
0

12
:0

0
13

:0
0

14
:0

0
15

:0
0

16
:0

0
17

:0
0

18
:0

0
19

:0
0

20
:0

0
21

:0
0

22
:0

0
23

:0
0

0:
00

1:
00

2:
00

3:
00

4:
00

5:
00

6:
00

7:
00

8:
00

9:
00

10
:0

0

阿武隈川水系 阿武隈川 大内雨量観測所大内雨量観測所（阿武隈川水系雉子尾川）

1時間雨量 最大77mm
(10月12日22:00)

累加雨量 612mm

累加雨量（mm）雨量（mm/h）

10月12日 10月13日

堤防高 25.136m

堤防高 15.13m

二本松水位観測所（阿武隈川水系 阿武隈川）

阿武隈川
流域図
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阿武隈川流域の水位・雨量の状況②

田母神雨量観測所
（国交省）

たもがみ

あくつ

大内雨量観測所
（宮城県）

おおうち

阿久津水位観測所
(阿武隈川133.6ｋ)

二本松水位観測所
(阿武隈川106.6ｋ)

須賀川水位観測所
(阿武隈川147.9ｋ)

にほんまつ

すかがわ

丸森水位観測所
(阿武隈川37.2ｋ)

まるもり

水位（m）

10月12日 10月13日 10月13日

須賀川水位観測所（阿武隈川水系 阿武隈川）

氾濫危険水位 7.70m

避難判断水位 7.10m

氾濫注意水位 4.50m

水防団待機水位 3.50m

計画高水位 7.99m

洪水ピーク水位 9.61m（10月13日7:20）

水位（m）

10月12日 10月13日 10月14日

計画高水位を約15時間超過

深夜から水位の高い時間帯となった
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阿武隈川水系 阿武隈川 田母神雨量観測所田母神雨量観測所（阿武隈川水系谷田川）

1時間雨量 最大30mm
(10月12日20:00)

累加雨量 265mm

10月12日 10月13日

累加雨量（mm）雨量（mm/h）

堤防高 9.78m

阿武隈川
流域図

洪水ピーク水位 10.01m（10月13日1:30）

阿久津水位観測所（阿武隈川水系 阿武隈川）

計画高水位 8.68m

氾濫危険水位 7.90m

避難判断水位 6.80m

氾濫注意水位 5.50m

水防団待機水位 4.00m

計画高水位を約14時間超過

深夜から水位の高い時間帯となった

堤防高 9.87m
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名取川流域の水位・雨量の状況

名取川流域図
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水位（m）

計画高水位 10.190m

氾濫危険水位 9.20m

避難判断水位 8.30m

はん濫注意水位 6.50m

水防団待機水位 5.50m

洪水ピーク水位 8.99m
10月13日 1:30

名取橋水位観測所（名取川水系 名取川）

-1.50

-0.50

0.50

1.50

2.50

3.50

4.50

10
/1

2 
 0

:0
0

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0
12

:0
0

14
:0

0
16

:0
0

18
:0

0
20

:0
0

22
:0

0
10

/1
3 

 0
:0

0
2:

00
4:

00
6:

00
8:

00
10

:0
0

12
:0

0
14

:0
0

16
:0

0
18

:0
0

20
:0

0
22

:0
0

10
/1

4 
 0

:0
0

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0
12

:0
0

14
:0

0
16

:0
0

18
:0

0
20

:0
0

22
:0

0
0:

00

水位（m）

計画高水位 4.124m

はん濫危険水位 2.70m

避難判断水位 2.20m

はん濫注意水位 1.30m

水防団待機水位 0.50m

洪水ピーク水位 2.12m
10月13日 0:50

広瀬橋水位観測所（広瀬川水系 広瀬川）

郡山雨量観測所
（国交省）

こおりやま

名取橋水位観測所
(名取川8.3ｋ)

なとりばし

広瀬橋水位観測所
(広瀬川3.6ｋ)

ひろせばし

郡山雨量観測所（名取川水系名取川）

10月12日 10月13日

1時間雨量 最大59mm
(10月12日23:00)

累加雨量 352mm

（堤防高 11.84m）

（堤防高 6.77m）

雨量（mm/h） 累加雨量（mm）

8



ひがしなりた

東成田雨量観測所
（宮城県）
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鳴瀬川水系 吉田川 東成田雨量観測所
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鳴瀬川水系 吉田川 嘉太神雨量観測所

9

吉田川流域の水位・雨量の状況

累加雨量
（mm）

1時間雨量 最大60mm
（10月13日1:00）

累加雨量
208mm

雨量
（mm/h）

1時間雨量 最大51mm
（10月12日24:00）

累加雨量
386mm

累加雨量
（mm）

雨量
（mm/h） 嘉太神雨量観測所（鳴瀬川水系 吉田川） 東成田雨量観測所（鳴瀬川水系 吉田川）

10月12日 10月13日
10月12日 10月13日

嘉太神雨量観測所
（国交省）

かだいじん

粕川水位観測所(吉田川20.3ｋ)

鹿島台水位観測所(吉田川9.0ｋ)
かしまだい

かすかわ

落合水位観測所(吉田川27.9ｋ)
おちあい

氾濫危険水位 7.30m
避難判断水位 6.80m

氾濫注意水位 5.00m

水防団待機水位 4.00m

計画高水位 7.41m

洪水ピーク水位 8.44m（10月13日3:40）
水位（ｍ）

10月12日 10月13日

落合水位観測所（鳴瀬川水系 吉田川）

10月14日

計画高水位を約5時間超過

氾濫危険水位 8.20m
避難判断水位 8.00m

氾濫注意水位 5.70m

水防団待機水位 4.00m

計画高水位 8.32m

洪水ピーク水位 9.93m（10月13日4:10）

水位（ｍ）
粕川水位観測所(鳴瀬川水系 吉田川)

10月12日 10月13日

計画高水位を約6時間超過

10月14日

水位（ｍ）

氾濫危険水位 7.9m
避難判断水位 7.40m

氾濫注意水位 5.80m

水防団待機水位 4.00m

洪水ピーク水位 8.68m（10月13日5:20）

鹿島台水位観測所（鳴瀬川水系 吉田川)

計画高水位 8.44m

10月12日 10月13日 10月14日

計画高水位を約3時間超過

深夜から水位の高い時間帯となった

深夜から水位の高い時間帯となった

深夜から水位の高い時間帯となった

堤防高 8.851m 堤防高 10.0m

堤防高 10.729m

鳴瀬川流域図

ひがしなりた

吉田川
鳴
瀬
川
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8

10

12

14

16

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

10月12日 10月13日 10月14日

水位（m）

洪水ピーク水位 14.72m（10月13日0:50）

計画高水位 14.29m(標高換算値：215.46m）

氾濫危険水位 13.30m(標高換算値：214.47m）

避難判断水位 12.90m(標高換算値：214.07m）

氾濫注意水位 12.00m(標高換算値：213.17m）

水防団待機水位 11.50m(標高換算値：212.67m）

糠野目水位観測所（最上川水系最上川）

糠野目水位観測所 堤防高 16.39m(標高換算値：217.55m）

(標高換算値：215.89m)

最上川上流流域の水位・雨量の状況

糠野目水位観測所

西大塚水位観測所

刈安雨量観測所

にしおおつか

ぬかのめ

計画高水位を約3時間超過

10

最高水位が深夜の時間帯

9

11
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15

17

19

21

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

10月12日 10月13日 10月14日

水位（m）

洪水ピーク水位 17.36m（10月13日4:30）

計画高水位 17.67m（標高換算値：207.491m）

氾濫注意水位 14.50m（標高換算値：204.321m）

水防団待機水位 14.00m（標高換算値：203.821m）

西大塚水位観測所（最上川水系最上川）

西大塚水位観測所 堤防高 19.89m（標高換算値：209.711m）

(標高換算値：207.181m)

かりやす

最上川
流域図
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阿武隈川上流の出水・被害状況①

平常時

高水時阿武隈川上流 阿久津橋（84.1k付近）

撮影月日：10月13日7時20分
阿武隈川

撮影月日：10月13日8時59分

阿武隈川上流 決壊状況
浜尾第２樋門（98.6k付近）

10月14日15時より緊急復旧着手

福島県郡山市富久山町地先

福島県須賀川市浜尾地先
高水時

撮影月日：10月14日 9時40分

阿武隈川

阿武隈川上流 蓬莱橋（30.0k付近）
福島県福島市黒岩地先

阿武隈川
流域図

阿武隈川

※河川監視用カメラより撮影



② 郡山市
行合橋付近（86.6kp右岸付近）

江持橋

浜尾遊水地

富久山橋
釈迦堂川

江持橋

R1 10/13 AM 撮影 R1 10/13 AM 撮影

③

③ 須賀川市
小作田橋付近

（103.４kp右岸付近）

① 本宮市
市街地浸水状況（６８．６ｋ左岸付近）

①

②

阿武隈川上流の出水・被害状況②

12

（10月13日撮影）

福島県本宮市本宮下町 地先

福島県郡山市水門町 地先

福島県須賀川市小作田 地先
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阿武隈川下流の出水・被害状況①

※河川監視用カメラより撮影

阿武隈川下流 丸森橋（37.2k付近）

平常時
高水時

撮影月日：10月13日 05時14分

阿武隈川

宮城県伊具郡丸森町船場地先

阿武隈川下流 阿武隈橋（8.1k付近）

阿武隈川

撮影月日：10月13日 06時40分

宮城県岩沼市阿武隈地先阿武隈川
流域図

阿武隈川



丸森町役場駐車場

宮城県丸森町字神明南地内

角田消防署丸森出張所

丸森町役場駐車場

阿武隈川

丸森町

内川新川

丸森大橋

丸森中学校

丸森町役場

阿武隈川下流の出水・被害状況②

14

宮城県丸森町の浸水状況（10月13日撮影）



※丸森町上空からドローンにて撮影

①

①

②

③

②

③

阿武隈川

丸森町

内川

新川

丸森大橋

丸森中学校

丸森町役場

阿武隈川

丸森中学校

丸森町役場

丸森町役場

丸森大橋 阿武隈川

内川

新川

15

阿武隈川下流の出水・被害状況③

宮城県丸森町の浸水状況
（10月14日撮影）
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名取川・広瀬川の出水・被害状況

※河川監視用カメラより撮影平常時

高水時名取川 名取橋（7.6k付近）

撮影月日：10月13日３時26分

名取川

撮影月日：10月13日 ３時27分

広瀬川 広瀬橋（3.6k付近） 宮城県仙台市若林区河原町地先

広瀬川

宮城県仙台市東大野田地先

名取川

名取川
流域図

名取川
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鳴瀬川水系吉田川の出水・被害状況①

※河川監視用カメラより撮影【吉田川左岸20.9k 堤防決壊箇所】

吉田川

宮城県大崎市鹿島台地先

吉田川 東北本線鉄道橋（11.2k付近）

吉田川 9.4k付近
宮城県宮城郡松島町
竹谷地先

宮城県黒川郡大郷町粕川地先

吉田川

鳴瀬川
流域図

撮影月日：10月13日5時00分



鳴瀬川水系吉田川の出水・被害状況②

大郷町

大崎市

松島町吉田川

鶴田川

18

宮城県大郷町の浸水状況（10月13日撮影）

吉田川左岸18.8k付近
（宮城県黒川郡大郷町粕川土手崎 地内）

吉田川左岸19.0k付近
（宮城県黒川郡大郷町粕川土手崎 地内）

吉田川左岸20.2k付近
（宮城県黒川郡大郷町粕川道南 地内）

吉田川左岸19.2k付近
（宮城県黒川郡大郷町粕川土手崎 地内）



平常時 高水時

ぬか の め

最上川上流の出水・被害状況

19

最上川上流 糠野目橋付近（198.7k付近）

※河川監視用カメラより撮影

令和元年10月13日 8時頃撮影

最
上
川

最上川上流 松川橋付近（185.8k付近）

左岸：山形県東置賜郡川西町西大塚地先
右岸：長井市下伊佐沢地先

山形県東置賜郡高畠町糠野目地先

最上川
流域図

最
上
川

最
上
川

最上川

令和元年10月13日 00:50撮影



20
出典：堤防決壊箇所一覧（12月3日16時00分現在）

くろかわぐん おおさとちょうかすかわ

宮城県黒川郡大郷町粕川地先
【吉田川 左岸20.9km付近】

堤防決壊 Ｌ＝約100m

最上川
もがみがわ

赤川
あかがわ

鳴瀬川
なるせがわ

名取川
なとりがわ

阿武隈川
あぶくまがわ

北上川
きたかみがわ

福島県

宮城県

山形県

す か が わ し は ま お

福島県須賀川市浜尾地先
【阿武隈川 左岸98.6km付近】

堤防決壊 Ｌ＝約50m

東北管内（国管理区間）における決壊箇所位置図

＜国管理河川＞

＜県管理河川＞

決壊箇所

宮城県 36
福島県 49
合計 85

○国管理河川の阿武隈川水系阿武隈川、鳴瀬川水系吉田川、信濃川水系千曲川、久慈川水系久慈川（3カ所）、那珂川水系那珂

川（3カ所）、荒川水系越辺川（2カ所） 、都幾川の6水系7河川12箇所で堤防が決壊しました。

○県管理河川では、宮城県、福島県 茨城県、栃木県、埼玉県、新潟県、長野県管理の20水系67河川128箇所で堤防が決壊しま

した。

○東北管内では、国管理区間で2箇所、宮城県・福島県あわせて85箇所で堤防が決壊しました。

東北管内における被害状況

あぶくまがわ あぶくまがわ なるせがわ よしだがわ しなのがわ ちくまがわ くじがわ くじがわ なかがわ なか

がわ あらかわ おっぺがわ ときがわ

整備局等 水　系 河　川 市町村

地　　　点

左右岸 KP

東北 鳴瀬川
なるせがわ

吉田
よしだ

川
がわ

大郷町
おおさとまち

左岸 20.9

東北 阿武隈
あぶくま

川
かわ

阿武隈
あぶくま

川
かわ

上流
じょうりゅう

須賀川市
すかがわし

左岸 98.6
あ ぶ く まが わ あぶくまがわじょうりゅう す か が わ し

おおさとちょう

堤防決壊の発生状況



8時頃撮影

出水時の対応
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東北地方整備局の体制

東北地方整備局の体制状況

▼ 災害対策本部（13日7:35）

▼ 災害対策本部（13日0:30）▼ 災害対策本部（12日16:50）

22

本支部名 状態 注意体制 警戒体制 非常体制

開始 11日16：00 13日00：00

解除 15日10：00 13日10：30

開始 12日18：00 12日20：30

解除 13日07：30 13日07：30

開始 11日16：30

解除 15日08：30

開始 12日9：00 12日20：30

解除 13日09：40 13日07：00

開始 12日11：00 12日15：30

解除 14日00：20 13日08：30

開始 13日02：00 13日02：30

解除 13日10：20 13日07：50

開始 12日14：00 12日16：00

解除 13日09：30

開始 12日10：00 12日19：20

解除 13日12：40 13日12：40

釜房ダム

玉川ダム

三春ダム

摺上川ダム

北上川ダム統管

鳴子ダム

七ヶ宿ダム

最上川ダム統管

本支部名 状態 注意体制 警戒体制 非常体制

開始 10日15：00 12日16：30

解除

本支部名 状態 注意体制 警戒体制 非常体制

開始 11日14：00

解除 13日16：10

開始 11日14：00

解除 13日12：00

開始 12日09：00 12日01：10

解除 14日10：00 13日17：00

開始 10日15：30 12日14：40 12日20：30

解除 11月7日11:00 11月7日11:00 11月7日11:00

開始 10日16：00 12日17：20 12日20：00

解除 10月31日17:00

開始 13日  0：30 13日02：00

解除 13日20：30 13日20：30

開始 13日02：40 13日03：40

解除 13日16：40 13日16：40

開始 13日04：00

解除 13日17：40

開始 12日20：00 12日21：10 12日23：00

解除 15日12：00 14日06：30 13日10：20

開始 13日03：30 13日17：30

解除 13日17：30 13日03：30

開始 12日17：00 12日22：50

解除 14日09：10 14日08：00
新庄河川事務所

秋田河川国道事務所・河川

湯沢河川国道事務所・河川

能代河川国道事務所・河川

山形河川国道事務所・河川

酒田河川国道事務所・河川

本部・河川

青森河川国道事務所・河川

岩手河川国道事務所・河川

仙台河川国道事務所・河川

北上川下流河川事務所

高瀬川河川事務所



「逃げ遅れゼロ」を目指した取組

23
東北地方整備局と仙台管区気象台の合同説明会

（令和元年１０月１１日 ＮＨＫニュースより）

・第１回目 １０月１１日 １１：００～
・第２回目 １０月１２日 ２１：３０～
・第３回目 １０月１３日 ２：００～
・第４回目 １０月１８日 １１：００～

気象台と東北地整の合同記者会見（台風第19号上陸直前・上陸後の警戒呼びかけ）

台風19号の接近にあたり、10月11日に東北地方整備局と仙台管区気象台が合同で説明会を10月11日に開催し、在仙
5テレビ局全てが、ニュースで会見内容を放送し、迅速かつ広範囲の注意喚起を実施しました。
また、台風上陸直前・上陸後の2回記者会見を行い、河川の現状と今後の注意点について解説し、継続して警戒を呼び
かけました。
さらに、台風19号通過後の10月18日には、翌日から予想される降雨への警戒を呼びかける記者会見を実施しました。
東北地方整備局からは、堤防の被災状況や阿武隈川・吉田川の堤防決壊箇所の復旧が進んでいる状況、浸水被害の発
生に備えて宮城県、福島県の各地に排水ポンプ車を配備して警戒にあたっていることなどを説明しました。



最新の河川の状況について、リアルタイムで地域住民へ情報を伝えるため、生中継による解説を実施しました。

河川管理者の立場から、河川の映像や雨量レーダー等を用いて、現在の降雨状況や河川水位の状況、自治体の情報等に注
意し早期の避難行動が必要である旨を解説しました。

解説状況（令和元年10月12日（土）～13日（日））
24

国交省職員による専門家解説

テレビ局 報道回数

東北放送 ４回

ＮＨＫ ７回

ミヤギテレビ ２回

※インターネット中継含む

「逃げ遅れゼロ」を目指した取組



25

SNS等による防災情報の発信
各事務所の公式ツイッターアカウントから、水害・土砂災害に関する注意喚起や

早めの避難、河川水位に応じた注意喚起、台風上陸後における氾濫情報、被災箇
所の緊急復旧工事の情報など河川の状況に応じた情報発信を実施しました。

洪水に備える情報の発信
（洪水発生前）

氾濫発生・復旧工事情報
（洪水発生後）

「逃げ遅れゼロ」を目指した取組



26

地域住民へのプッシュ型配信メール

子吉川

最上川

赤川

雄物川

米代川

岩木川

こよしがわ

おものがわ

もがみがわ

よねしろがわ

あかがわ

いわきがわ

馬淵川

高瀬川

まべちがわ

たかせがわ

北上川
きたかみがわ

名取川

鳴瀬川

阿武隈川

なるせがわ

なとりがわ

あぶくまがわ

3観測所で
計4回配信

9観測所で
計14回配信

2観測所で
計2回配信

実際の緊急速報メール受信画面
（※福島県郡山市阿久津地先）

東北地方整備局では、災害発生に地域住民の方々が適切な防災行動が行われるよう、プッシュ型配信による緊急速報
メールの情報提供を実施し、３水系において計20回配信しました。

「逃げ遅れゼロ」を目指した取組



「逃げ遅れゼロ」を目指した取組洪水ホットラインの実施状況

自治体への洪水ホットライン

東北の国が管理している１２水系のうち、今回の出水で特に水位上昇が大きかった８水系において、整備局長及び河川関係
事務所長から関係市町村等（２１市１９町４村）に対し、ホットラインを延べ１７０回実施しました。

ホットライン実施市町村

鳴瀬川

北上川

最上川

阿武隈川
（上流）

３市２町
延べ１８回

２市３町１村
延べ３３回

６市５町２村
延べ５８回

４市６町１村
延べ２９回

※これは速報であり、回数は今後変わることもあります。

山形県

福島県

宮城県

岩手県
秋田県

雄物川

１市
延べ２回

子吉川

１市
延べ２回

名取川
２市
延べ５回

阿武隈川
（下流）

２市３町
延べ２３回

27
宮城県

福島県

名取川
4 名取市

1 仙台市

阿武隈川
（下流）

5 丸森町

5 角田市

6 柴田町

3 岩沼市

4 亘理町

阿武隈川
（上流）

4 伊達市

3 桑折町

2 国見町

1 鏡石町

3 玉川村

4 二本松市

6 本宮市

11 須賀川市

10 福島市

11 郡山市

1 川俣町

1 大玉村

1 矢吹町

雄物川 2 横手市

子吉川 2 由利本荘市

水系名 実施回数 市町村名

鳴瀬川

9 大和町

2 東松島市

11 大郷町

5 松島町

3 大衡村

3 富谷市

北上川

11 大崎市

3 美里町

2 涌谷町

1 石巻市

1 登米市

最上川

1 大江町

1 戸沢村

3 大石田町

3 山形市

3 米沢市

3 長井市

3 南陽市

3 山辺町

3 中山町

3 高畠町

3 川西町

合計 170回 21市19町4村



• ５県３６市町村に延べ７３３人を派遣（11月13日現在）。
• 初動の10月13日に最大となる６３人を派遣し、自治体ニーズの把握と迅速な対応を実施。
• 主な要請内容は、インフラ関係の技術的支援、復旧支援、排水支援。

自治体からの要請内容の割合

（１０月１２日～１１月４日）

総件数 １６８件

リエゾン派遣状況

※本省から派遣しているリエゾン含む

10/28 災害対策本部での情報共有（岩手県庁）10/15 対策本部での被災状況説明（岩手県普代村） 28

自治体の支援状況（リエゾン（災害対策現地情報連絡員）の派遣）
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44件 26％

復旧支援
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8時頃撮影

緊急復旧の取り組み

29



■ 浸水箇所の排水作業は、１７市１０町３村に延べ437台・日（実稼働）の排水ポンプ車を派遣し、8,478千m3
（推定）の排水を実施しました。

■ 排水量が最も多かった吉田川（大崎市、松島町、大郷町）では１１日間に渡る排水作業となりました。

排水ポンプ車の稼働台数の推移

※25mプール換算約23,600杯分を排水

吉田川における排水作業状況

郡山市内の浸水箇所における排水作業状況 30

排水ポンプ車の作業状況



吉田川

排水活動状況（大崎市鹿島台）

ブリッジ 19日9時完了（施工延長100m、8台対応）

夜間排水活動状況（大崎市鹿島台）

31

排水ポンプ車による排水活動（吉田川）

■夜間作業に限られていた排水ポンプ車による排水活動を、約１００ｍのブリッジを敷設することにより、24時間
体制の増強(10/19)を図りました。

■家屋浸水の早期解消を目指し、24時間体制で排水活動を実施しました。

排水活動：東北地整、中部地整、中国地整



■ 宮城県丸森町に排水ポンプ車を現地に派遣し、排水作業を実施しました。

１０月１３日 排水ポンプ車排水状況

１０月１４日 排水ポンプ車排水状況 32

排水ポンプ車による排水活動（宮城県丸森町）



鳴瀬川水系吉田川（一部、鳴瀬川含む）の浸水状況

富谷市

大郷町

大和町

松島町

浸水範囲は、10月13日に実施したヘリコプターによる被害状況
調査をもとに作成したものです。
浸水範囲及び浸水面積は速報値のため、今後の精査等により
変更する場合があります。

決壊地点

北上川・鳴瀬川流域図

図面範囲

Ｎ

Ｎ

10月13日調査

凡 例

10月16日調査

10月17日調査

10月18日調査

【暫定】＜速報＞10月13日調査

【暫定】＜速報＞10月16日調査

大崎
市

【暫定】＜速報＞10月17日調査

【暫定】＜速報＞10月18日調査

浸水面積 約５，７００ｈａ

浸水面積 約１，８００ｈａ

浸水面積 約１，２００ｈａ

浸水面積 約１，０００ｈａ

【暫定】＜速報＞10月20日10時調査

浸水面積 約９９０ｈａ

10月20日10時調査

【暫定】＜速報＞10月21日10時調査

浸水面積 約７４０ｈａ

10月21日10時調査

10月23日10時調査

【暫定】＜速報＞10月24日14時
浸水面積 約0ha（概ね解消）

10月24日作成

大崎市

33

吉田川右岸15k付近大崎市浸水状況

①

①



台風19号による河川（阿武隈川水系阿武隈川下流（宮城県））の被災状況

図面範囲

浸水面積 約９，２００ｈａ

阿武隈川流域図

亘理町

岩沼市

丸森町

至 福島県

浸水面積 約５，３００ｈａ 福島空港

郡山駐屯地

福島県庁

船岡駐屯地

Ｎ

Ｎ

浸水面積 約９７０ｈａ

10月13日調査

凡 例

10月16日調査

10月17日調査

【暫定】＜速報＞10月17日調査

【暫定】＜速報＞10月16日調査

【暫定】＜速報＞10月13日調査

浸水範囲は、10月13日に実施したヘリコプターによる被害状況調査
をもとに作成したものです。
浸水範囲及び浸水面積は速報値のため、今後の精査等により変更
する場合があります。

角田市

柴田町

【暫定】＜速報＞10月18日早朝 浸水面積 約0ha（概ね解消）

34



至 宮城県

図面範囲

浸水面積 約６００ｈａ

国見町

伊達市

阿武隈川流域図

浸水面積 概ね解消 【暫定】＜速報＞10月16日調査

福島県庁

10月13日調査

凡 例

10月16日調査

Ｎ

Ｎ
浸水範囲は、10月13日に実施したヘリコプターによる被害状況調査
をもとに作成したものです。
浸水範囲及び浸水面積は速報値のため、今後の精査等により変更
する場合があります。

10月16日作成

35

阿武隈川水系阿武隈川上流（福島県）の浸水状況（1/2）



【暫定】＜速報＞10月13日調査

浸水面積 約２，８００ｈａ

二本松市

郡山市

三春町

須賀川市

至 福島市

図面範囲

阿武隈川流域図

【暫定】＜速報＞10月16日調査

浸水面積 概ね解消
※浜尾遊水地

福島県庁

10月13日調査

凡 例

10月16日調査

Ｎ

Ｎ

決壊地点

浸水範囲は、10月13日に実施したヘ
リコプターによる被害状況調査をもとに
作成したものです。
浸水範囲及び浸水面積は速報値のた
め、今後の精査等により変更する場合
があります。

本宮市

10月16日作成

郡山市

玉川村

36

阿武隈川水系阿武隈川上流（福島県）の浸水状況（2/2）

阿武隈川・谷田川合流点付近（郡山市）浸水状況

郡
山
市

三
春
町

須
賀
川
市

図
面
範
囲

①

①



東北地方整備局のほか全国の地方整備局等からTec-Force（緊急災害対策派遣隊）の広域派遣を受け、
被災状況調査、排水活動、道路清掃活動等、自治体への技術支援等を実施しました。
１１月５日までに、３県に延べ４，３３２人を派遣（ピーク時は７４班２５９人（10/23））
被災状況調査の要請があった２県、２６市町村の調査が完了しました。

調査実施中

調査完了 37

被災状況調査

※上記26市町村の自治体要請による河川・道路調査のほか、2県

（宮城県、福島県）からの要請により、宮城県丸森町、福島県伊達
市、相馬市、飯舘村、川内村、いわき市の砂防調査を実施。

2019/11/5時点

岩手県
（3市2町2村）

宮城県
（2市3町）

福島県
（9市4町1村）

大玉村 調査完 10月17日 10月18日

■調査対象市町村　１４市９町３村
■調査完了市町村　１４市９町３村
■調査中市町村　 　　０市０町０村

矢吹町 調査完 10月24日 10月25日

三春町 調査完 10月20日 10月21日

桑折町 調査完 10月17日 10月18日

川俣町 調査完 10月19日 10月20日

南相馬市 調査完 11月4日 11月5日

白河市 調査完 10月22日 10月23日

本宮市 調査完 10月18日 10月19日

相馬市 調査完 11月2日 11月3日

二本松市 調査完 10月24日 10月25日

伊達市 調査完 10月29日 10月30日

郡山市 調査完 10月28日 10月29日

須賀川市 調査完 10月18日 10月19日

大郷町 調査完 10月27日 10月28日

福島市 調査完 10月24日 10月25日

丸森町 調査完 11月2日 11月3日

村田町 調査完 10月19日 10月20日

角田市 調査完 10月28日 10月29日

岩沼市 調査完 10月20日 10月21日

山田町 調査完 10月20日 10月21日

普代村 調査完 10月23日 10月24日

大槌町 調査完 10月22日 10月23日

田野畑村 調査完 10月23日 10月24日

久慈市 調査完 10月21日 10月22日

釜石市 調査完 10月18日 10月19日

県名 市町村名
被災状況調査

完了日
自治体への報告

完了日

宮古市 調査完 10月28日 10月29日

TEC-FORCEによる被災状況調査状況
（福島県白河市坂下川）

被災状況調査状況調査報告書の手交
（宮城県丸森町）

自治体の支援状況（ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊））
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ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）による国直轄調査の実施（阿武隈川上流）

矢吹町、鏡石町、玉川村の阿武隈川（福島県管理区間）における堤防決壊・欠損箇所の復旧工法等について、各町村からの
要請により、ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）及び建設業団体※の協力による、国直轄調査を10月14日に行いました。
今後、調査結果・検討結果については、河川管理者である福島県に報告し、復旧工事に活かされます。

【ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ活動状況】

▲矢吹町における検討状況

▲鏡石町における検討状況 ▲玉川村における検討状況

※（一社）日本建設業連合会（会員企業のうち鹿島建設（(株)）及び大成建設(株)）

▲現地調査状況

▲阿武隈川（矢吹町・鏡石町・玉川村付近）の浸水状況

玉川村

鏡石町

矢吹町 撮影月日：10月13日12時

撮影月日：10月13日12時

鏡石町

玉川村 矢吹町

調査箇所

調査箇所

玉川村長
副村長

国土交通省 福島県

鏡石町長
国土交通省

福島県

国土交通省

福島県

矢吹町職員



■大崎市の支援要請に基づき、専門チームを立ち上げ、浸水が解消した生活道路の啓開を実施しました。
■平成30年7月豪雨の際に、岡山県倉敷市真備町で道路啓開を対応した「中国地方整備局TEC-FORCE」からの支

援を受け、関係機関と調整を行い、早期に道路交通を確保しました。

大崎市と作業箇所の確認

道路啓開作業状況

この資料の地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図（タイル）を複製したものである。（承認番号 令1 東複、第24 号）

中国地整TEC-FORCEからの技術的支援

吉田川

国土地理院 浸水想定段彩図（10月14日17時時点）

凡例
：国交省
：大崎市

道路啓開 土砂等撤去実施箇所

啓開前の主要な道路の状況

道路啓開・清掃完了状況（10月24日）

現在地

台風第１９号 吉田川浸水箇所における道路啓開①
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■浸水箇所における道路啓開は１０月２６日までに完了し、大崎市長に対して対応状況を報告しました。
■道路啓開の進捗とともに、地元の方々やボランティアなどによる生活再建に向けた復旧作業も加速しました。

大崎市長への対応状況の報告（10月26日）

大崎市長からのお礼
（排水支援チーム、北海道・中部・中国TEC-FORCE）

地域住民による稲わらの清掃活動

ボランティアによる作業の状況

台風第１９号 吉田川浸水箇所における道路啓開②
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最上川
もがみがわ

赤川
あかがわ

鳴瀬川
なるせがわ

名取川
なとりがわ

阿武隈川
あぶくまがわ

北上川
きたかみがわ

福島県

宮城県
山形県

：堤防決壊

：堤防法くずれ

くろかわぐん おおさとちょう かすかわ

宮城県黒川郡大郷町粕川地先
【吉田川 左岸20.9km付近】

堤防決壊 Ｌ＝約100m
10/13 12:00着手～
10/18 仮堤防盛土完了
10/27 17:00 完了

す か が わ し は ま お

福島県須賀川市浜尾地先
【阿武隈川 左岸98.6km付近】

堤防決壊 Ｌ＝約50m
10/14 15:00着手～
10/18 仮堤防盛土完了
11/  8 20:00 完了

緊急災（完了）

宮城県大崎市鹿島台大迫川北地先
【吉田川 左岸14.8km付近】 越水

堤防法崩れ L=約40m
10/14 22:00着手～
10/28 11:00完了

おおさきし かしまだい おおばさま かわきた

宮城県大崎市三本木廻山地先
【鳴瀬川 右岸38.4km付近】

堤防法崩れ L=約32m
10/14 22:00着手～
10/24 18:00完了

おおさきし さんぼんぎ めぐりやま

宮城県大崎市三本木蟻ケ袋地先
【鳴瀬川 右岸38.1km付近】

堤防法崩れ L=約40m
10/14 22:00着手～
10/24 18:00完了

おおさきし さんぼんぎ ありがふくろ

宮城県東松島市西福田白山地先
【鳴瀬川 左岸8.4km付近】

堤防法崩れ L=約279m
10/18 20:00着手～
10/31 17:00完了

ひがしまつしまし にしふくだ はくさん

緊急災（完了）

緊急災（完了）

緊急災（完了）

緊急災（完了）

仮堤防
盛土

鋼矢板二重締切

中詰盛土

遮水シート

ブルーシート

土のう

盛土（岩ズリ、根固めブロック2t） 大型連結ブロック

（宅地側）
遮水シート

盛土（良質土）

大型連結ブロック

（宅地側）

堤防法崩れ箇所 緊急復旧工法（イメージ）堤防決壊箇所 緊急復旧工法（イメージ）

緊急災（完了）

【被災状況 鳴瀬川右岸38.4k付近】

堤防法崩れ

緊急復旧箇所図
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鳴瀬川水系吉田川 宮城県黒川郡大郷町地先（左岸20.9k） 被災～復旧状況

吉田川

2019.10.13

吉田川左岸20.9k
宮城県黒川郡大郷町粕川字伝三郎地先

10月18日（金）16:00 仮堤防完成
10月27日（日）17:00 鋼矢板による二重締切完成

2019.10.14 2019.10.16 2019.10.17

【緊急復旧工事の経過】

【堤防決壊箇所の被災状況】

2019.10.1
6

吉田川
42

○ 鳴瀬川水系吉田川においては、10月13日に吉田川左岸20.9ｋ左岸の黒川郡大郷町地先において、

約100mにわたり堤防の決壊を確認し、同日12時より２４時間体制で緊急復旧を実施。

○ 10月18日16時に、決壊箇所を応急的に締め切る仮堤防の施工が完了。同月27日17時に二重締切の施工が完了。



阿武隈川水系阿武隈川 福島県須賀川市浜尾地先（左岸98.6k） 被災～復旧状況

○ 阿武隈川水系阿武隈川においては、10月1４日に阿武隈川左岸98.6ｋ左岸の須賀川市浜尾地先において、

約50mにわたり堤防の決壊を確認し、同日15時より２４時間体制で緊急復旧を実施。

○ 10月18日17時に、決壊箇所を応急的に締め切る仮堤防の施工が完了。11月8日20時に土堤による締切の施工が完了。

【堤防決壊箇所の被災状況】

2019.10.14

阿武隈川
あぶくまがわ

福島県

阿武隈川（上流）左岸98.6k
福島県須賀川市浜尾地先

2019.10.16

浜尾遊水地

2019.10.16 2019.10.172019.10.15

【緊急復旧工事の経過】

阿武隈川（上流）左岸98.6k

43

10月18日（金）17:00 仮堤防完成
11月 8日（金）20:00 土堤による締切完成

仮堤防

土堤による締切

11月10日撮影
阿武隈川



阿武隈川上流、鳴瀬川堤防調査委員会

阿武隈川上流堤防調査委員会
□日時 第１回 10月16日（木）11:00～12:00（現地調査）

第２回 11月 7日（木）13:30～15:30（会議）
第３回 12月 2日（月）13:00～15:00（会議）

□メンバー

鳴瀬川堤防調査委員会
□日時 第１回 10月16日（木）11:00～12:00（現地調査）

第２回 11月 7日（木）10:00～12:00（会議）
第３回 12月 3日（火）10:00～12:00（会議）

□メンバー

阿武隈川上流・鳴瀬川水系吉田川で発生した堤防決壊に対して、被災原因分析を行い再度災害を防止するための堤防復旧
工法等を検討することを目的とした「堤防調査委員会」を設立しました。
１０月１６日に堤防調査委員会委員による堤防決壊箇所の状況を確認・把握するための現地調査を開催しました。
堤防決壊と被災のメカニズムについて検討するため、第２回の堤防調査委員会を１１月７日に開催しました。
第３回の委員会では、前回会議の被災メカニズム等を踏まえた決壊原因の特定と本復旧の基本方針について検討いただき、
決定いただきました。

阿武隈川決壊箇所 調査状況

吉田川決壊箇所 調査状況 44

委員会実施状況

委員会実施状況

 氏  名 所  属 
委員長 高橋 迪夫 日本大学 名誉教授 
委員 長林 久夫 日本大学 名誉教授 
委員 川越 清樹 福島大学大学院 共生システム理工学研究科 教授 

委員 田中 仁 東北大学大学院 工学研究科 教授 
委員 風間 基樹 東北大学大学院 工学研究科 教授 
委員 服部 敦 国土交通省 国土技術政策総合研究所  

河川研究部 水防災システム研究官 
委員 佐々木 哲也 国立研究開発法人土木研究所 地質・地盤研究グループ

土質・振動チーム 上席研究員 
 

 氏  名 所  属 
委員長 田中 仁 東北大学大学院工学研究科・工学部 教授 
委員 梅田 信 東北大学大学院 工学研究科 准教授 
委員 風間 基樹 東北大学大学院 工学研究科 教授 
委員 服部 敦 国土交通省 国土技術政策総合研究所  

河川研究部 水防災システム研究官 
委員 佐々木 哲也 国立研究開発法人土木研究所 地質・地盤研究グループ

土質・振動チーム 上席研究員 
 



あぶくまがわ

阿武隈川 国管理区間

さくまがわ

佐久間川

にごりがわ

濁川 あだたらがわ

安達太良川

ふじたがわ

藤田川

やたがわ

谷田川

すずかわ

鈴川

たきかわ

滝川

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図
（タイル）を複製したものである。【承認番号 令1東複、第24号】

濁川

濁川：堤防決壊

（福島県福島市 郷野目 地先）
ふくしまし ごうのめ

谷田川

谷田川：堤防決壊

（福島県郡山市 田村町下行合 地先）
こおりやまし たむらまち しもゆきあい

藤田川

藤田川：堤防決壊

（福島県郡山市 日和田 地先）
こおりやまし ひわだ

安達太良川滝川

滝川：堤防決壊

（福島県伊達市 梁川町二野袋 地先）
だてし やながわまち にのふくろ

安達太良川：堤防決壊

（福島県本宮市 本宮 地先）
もとみやし もとみや

国管理区間

県管理区間

堤防決壊箇所

阿武隈川水系（福島県）における直轄権限代行対象箇所

○ 福島県内で堤防が決壊した阿武隈川水系阿武隈川、滝川、佐久間川、濁川、安達太良川、藤田川、

谷田川、鈴川の１６箇所について、１０月２５日に福島県知事から要請があり、応急復旧工事を国が代行。

○ １０月２６日 ９時から２４時間体制で応急復旧工事を実施し、１１月２１日までに全箇所が完成。

たきかわ さくまがわ にこりがわ あだたらがわ ふじたがわ

やたがわ すずかわ

滝川
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阿武隈川水系（宮城県）における直轄権限代行対象箇所

○ 宮城県内で堤防が決壊した阿武隈川水系内川、新川、五福谷川の１８箇所について、
１０月２３日に宮城県知事から要請があり、応急復旧工事を国が代行。

○ 同日１８時から２４時間体制で応急復旧工事を実施し、１１月 ５日までに全箇所が完成。

R113

五福谷川：堤防決壊

（宮城県丸森町 上地 地先）内川：堤防決壊

（宮城県丸森町 羽入前 地先）

内川・新川合流点：堤防決壊

（宮城県丸森町 愛宕田 地先）

新川：堤防決壊

（宮城県丸森町 土橋 地先）

①

②
③
④⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑮

⑯

⑱

⑰
新川

内川

阿武隈川

五福谷川

内川

⑭

：堤防決壊箇所

国管理区間

まるもりまち じょうち

まるもりまち はにゅうまえ

まるもりまち あたごだ

まるもりまち どばし

内川

新川

内川

新川

五福谷川

●丸森町役場

あ ぶ く ま が わ う ち か わ し ん か わ ご ふ く や が わ
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8時頃撮影

本復旧に向けた取り組み
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○令和元年台風１９号による被害の災害復旧等の迅速かつ効率的な実施に向けて体制を強化。

・北上川下流河川事務所に「吉田川緊急治水対策出張所」を設置（大崎市鹿島台）。

・仙台河川国道事務所に「宮城南部復興出張所」を設置（角田市）。

・福島河川国道事務所に「阿武隈川上流緊急治水対策出張所」を設置（郡山市）。

○今回の災害を踏まえ、臨時に専任の体制を整え、被災地の復旧・復興を加速化。

開所式の開催状況（11/22）

看板を掲げる佐藤東北地方整備局長と佐藤北上川下流河川事務所長
（吉田川緊急治水対策出張所） 開所式の様子（吉田川緊急治水対策出張所）

看板を掲げる佐藤東北地方整備局長と
奥田仙台河川国道事務所長

（宮城南部復興出張所）

看板を掲げる北東北地方整備局副局長と
小浪福島河川国道事務所長

（阿武隈川上流緊急治水対策出張所）

48

緊急治水対策出張所等の設置 （令和元年11月22日）



１８

○台風第19号により被災を受けた阿武隈川上流及び吉田川においては多自然川づくりアドバイザーによる現地調査を行い、復旧

内容や河道掘削方法等についてアドバイザーから多自然川づくり※の観点より助言を頂いた。今後、災害復旧の事業検討に生

かすとともに、事業実施にあたっても随時アドバイザーに相談を行う。
多自然川づくり： 河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有し

ている生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うこと

多自然川づくり
アドバイザー

多自然川づくりアドバイザー

国土技術政策総合研究所
水防災システム研究官

土木研究所
上席研究員

水環境研究グループ
河川生態チーム

多自然川づくりアドバイザー現地調査（阿武隈川上流、吉田川）

多自然川づくり
アドバイザー

多自然川づくり
アドバイザー

○阿武隈川上流

○鳴瀬川水系吉田川

開催日：11月29日
内容：須賀川地区の復旧箇所に

ついて調査
出席者：

多自然川づくりアドバイザー
（国総研、土木研究所）

東北地方整備局 河川部
福島河川国道事務所

開催日：12月3日
内容：吉田川の河道掘削方法

（再堆積抑制）ついて調査
出席者：

多自然川づくりアドバイザー
（国総研、土木研究所）

東北地方整備局 河川部
北上川下流河川事務所
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○台風第１９号に伴う出水により吉田川沿川では大規模な浸水被害が発生したことから、令和元年１１月２２日に
「第６回 鳴瀬川等・北上川下流等大規模氾濫時の減災対策協議会」を開催した。
○各首長等から今次出水時の対応について、「情報伝達」「水防活動の在り方」「排水活動」「ハード対策」等の課
題の意見交換を行った。
○また、今次出水を受け、水害に強いまちづくり事業を検証し、減災対策の提案を取りまとめる分科会の設置が承認
された。

富谷市 若生市長 松島町 櫻井町長 大郷町 田中町長 色麻町 早坂町長美里町 相澤町長 大衡村 萩原村長大和町 浅野町長東松島市 渥美市長

◇日 時 ： 令和元年１１月２２日（金） 9：30～11：30
◇場 所 ： 石巻市防災センター 多目的ホール
◇出席者 ： 計１５自治体参加（うち首長出席は８自治体）
【議 事】

台風第19号に伴う出水概要
各自治体から出水時対応の意見交換
今後の減災対策協議会のあり方

○各首長等からの台風第19号の対応に対する主な意見
・国や県とのホットラインが情報伝達のツールとして有効であっ

た。
・防災情報が住民に伝わってるのか心配。
・避難情報の発令や避難所の開設を早い段階で対応することができ
た。

・減災対策協議会の中で、各自治体の出水対応を共有することで、
現状の課題を確認することができた。

協議会の開催状況
北上下流河川事務所長

あいさつの様子

第６回 鳴瀬川等・北上川下流等大規模氾濫時の減災協議会を開催
～台風第19号による甚大な被害を受け、今後の防災・減災対策の方向性を議論～
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○台風第19号に伴う出水により、吉田川沿川では大規模な浸水被害が発生したことから、令和元年１２月１０日に
「令和元年台風第１９号による大規模浸水被害対策分科会（第１回分科会）」を開催。
○今後、今次出水を踏まえた課題の整理、水害に強いまちづくりの事業の検証などを進め、沿川市町村・県・国などが
連携し、一体となった今後の減災に向けた堤案を取りまとめる予定。

◇日 時 ： 令和元年１２月１０日（火）
13：30～15：00

◇場 所 ： 北上川下流河川事務所
鹿島台出張所 会議室

◇出席者 ： 東北大学 梅田准教授（座長）
大郷町長、松島町長、
大崎市副市長
鶴田川沿岸土地改良区理事長
国、県河川管理者

【情報提供】
吉田川流域における避難行動について
東北大学災害科学国際研究所
佐藤 翔輔 准教授

【 議 事 】
台風第19号による大規模浸水被害
に対するレビュー

松島町櫻井町長大崎市三保木副市長 大郷町田中町長

東北大学災害科学研究所
オブザーバー 佐藤准教授

東北大学大学院工学研究科
座長 梅田准教授

鶴田川沿岸土地改良区
千葉理事長

○情報提供 「吉田川流域における避難行動について」
東北大学災害科学国際研究所 佐藤准教授

・過去の水害経験による高い危機意識が素早い避難行動に繋がったと報告
○各構成員からの台風第１９号による大規模浸水被害に対する主な意見
・行政には、どのような災害に対しても被害を最小限に留めること、同じ被害を繰り返さな
いことが求められている。

・既存治水事業の徹底的な前倒し、気候変動を踏まえた治水計画の見直しを望む。
・被災地の宅地嵩上げや住居移転等の財源確保が課題である。

分科会の開催状況

北上川下流河川事務所長
あいさつの様子

令和元年台風第１９号による大規模浸水被害対策分科会（第１回）を開催
～地域が連携し一体となった減災に向けた、水害に強いまちづくり事業の推進～
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第６回 阿武隈川上流大規模氾濫時の減災協議会（県北方部）を開催
～台風第19号による甚大な被害を受け、今後の防災・減災対策の方向性を議論～

➢日 時：令和元年12月3日（火）14:30-16:00
➢場 所：福島テルサ 3階 大会議室あぶくま
➢出席者：市町村長をはじめ13名が出席

○令和元年台風第19号に伴う出水により、阿武隈川流域では流域全体で甚大な浸水被害が発生したことを受け、協議会※を開催し、沿川
市町村長等により今後の防災・減災対策の方向性についての議論を行った。

※阿武隈川上流では、近年の雨の局地化・激甚化を踏まえ、今後発生しうる大規模な浸水被害に備えるため、沿川市町村・県・国による『減災対策協議会』を平成２８年４月から設置

１．概要

・台風第19号の出水概要及び被害状況
・阿武隈川上流における今後の防災・減災対策の
方向性について
・意見交換

内容

協議会の様子（全体）

【福島市長】
・阿武隈川の水位予測の情報共有やTEC-FORCEによる技術的支援に大変感謝。このような支援が必要不可欠だが、そのため
には国・県の体制強化が大事。市としても、貯留施設の設置をはじめとした流域対策等、ハード整備も実施していきたい。
【二本松市長】
・水防災事業をはじめ、これまでの整備効果は大きなものであったが、今回は過去の洪水よりも規模の大きいものであった。
今後、自主防災組織の立ち上げ、地区防災計画の策定を支援していきたい。
【伊達市長】
・梁川地区は自主防災組織の組織率が100%であり、人的被害もなかった。改めて、自主防災組織は必要と感じた。今後、的
確な避難情報の発令や防災計画の見直しのため、専門的な立場からアドバイス出来る防災専門員を採用する。
【本宮市長】
・本宮市では全戸に防災無線を配布し、自ら避難を呼びかけたが、住民と行政の危機感に乖離があったと思う。町内会未加入
者から犠牲者が出た。浸水想定区域内の住民には自主防災組織への加入を義務化することが必要ではないか。
【桑折町長】
・TEC-FORCE、路面清掃車等の派遣に感謝。佐久間川におけるバックウォーターによる浸水被害が主だったが、湛水防除活
動により被害は最小限にすることができた。
【大玉村長】
・県で実施した支川の河道掘削によって浸水被害はなかった。実施されていなければ、越水していた。防災無線やエリアメー
ルで避難を呼びかけたが、避難者は想定の20分の１程度であり、この結果については深刻に受け止めている。
【国見町 副町長】
・人的被害はなかったが、バックウォーターの影響もあり、滝川で決壊が発生した。滝川等の堤防かさ上げをお願いしたい。
浸水想定区域で水害を想定した住民参加型の防災訓練を実施予定。

３．台風第19号に伴う出水における対応や今後の防災・減災対策に関する主な発言内容
２．日時／実施状況

福島市
（木幡 浩 市長）

各関係機関の説明状況（一部抜粋）

二本松市
（三保 恵一 市長）

本宮市
（高松 義行 市長）

桑折町
（髙橋 宣博 町長）

大玉村
（押山 利一 村長）

国見町
（佐藤 弘利 副町長） 52

伊達市
（須田 博行 市長）



➢日 時：令和元年１２月４日（水）14:00-15:30
➢場 所：郡山市役所 2階 庁議室
➢出席者：市町村長をはじめ9名が出席

○令和元年台風第19号に伴う出水により、阿武隈川流域では流域全体で甚大な浸水被害が発生したことを受け、協議会※を開催し、沿川
市町村長等により今後の防災・減災対策の方向性についての議論を行った。

※阿武隈川上流では、近年の雨の局地化・激甚化を踏まえ、今後発生しうる大規模な浸水被害に備えるため、沿川市町村・県・国による『減災対策協議会』を平成２８年４月から設置

１．概要

・台風第19号の出水概要及び被害状況
・阿武隈川上流における今後の防災・減災対策の
方向性について
・意見交換

議事内容

協議会の様子（全体）

２．日時／実施状況

各関係機関の説明状況（一部抜粋）

【郡山市長】
・今回のような広域災害に備え、地区ごとではなく市内全体のハザードマップを作成し、全戸配布する。また、
市内の小・中・高校においてもハザードマップを配布する予定。
・都市計画の中に河川計画を国でしっかり位置づけてほしい。大都市のない川はあるが、川のない都市はない。
河川は都市の命運を握っている。
【須賀川市長】
・自主防災組織の設置促進と人材育成を行っていきたい。
・ソフト対策も重要であることは理解しているが、ハード整備が整っていない中でのソフト対策を考えても説得
力がない。少なくとも、あるべき治水対策をしっかりとやらなければならない。未着手部分は早急に整備する
必要がある。
【玉川村長】
・気象台から送られてくる高精度な降雨情報は非常に役立った。
・過去の洪水の経験が活かされ、村民は農機具や車を高いところへ避難させていたため、それらの被害は少なか
った。
・防災無線が浸水被害に遭い、使用出来なくなったことから、2階に装置を上げるなどの対策を実施予定。

３．台風第19号に伴う出水における対応や今後の防災・減災対策に関する主な発言内容

令和元年１２月３日～台風第19号による甚大な被害を受け、今後の防災・減災対策の方向性を議論～
第６回 阿武隈川上流大規模氾濫時の減災協議会（県中方部）を開催

～台風第19号による甚大な被害を受け、今後の防災・減災対策の方向性を議論～
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郡山市
（品川 萬里 市長）

須賀川市
（橋本 克也 市長）

玉川村
（石森 春男 村長）

福島河川国道事務所長
あいさつの様子



8時頃撮影

管内における事業効果
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阿武隈川流域では、国土交通省が所管
する七ヶ宿ダム、摺上川ダム、三春ダ
ムで約44.9百万m3（東京ドーム約36個
分）の洪水を貯め込み、被害軽減に寄
与しました。
摺上川ダム及び三春ダムでは、ダム完
成後最大の流入量を記録しました。

◎今回洪水におけるダム・遊水地の洪水貯留量

三春ダム

摺上川ダム

七ヶ宿ダム

七ヶ宿ダム（国土交通省）

10.0百万ｍ³

20百万

15百万

10百万

5百万

(単位：㎥)

摺上川ダム（国土交通省）

20百万

15百万

10百万

5百万

(単位：㎥)

14.4百万ｍ³ 179百万ｍ³

三春ダム（国土交通省）

20百万

15百万

10百万

5百万

(単位：㎥)

17.9百万ｍ³

※記載の数値は10月13日時点の速報値であり、
今後変更の可能性があります。

洪水調節後
の放流量

ダムに流れている水量の一部をダム
に貯めることで下流へ流す水量を
低減している

ダム洪水調節
イメージ図

ダム

ダム上流
の流入時

ダムによる洪水調節（阿武隈川流域）
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浜尾遊水地浜尾遊水池（国土交通省）

2.6百万ｍ³

10百万

8百万

6百万

4百万

2百万

(単位：㎥)



○台風１９号に伴う降雨により、七ヶ宿ダム上流流域平均累加雨量は１７８．６mmに達し、最大流入量は毎秒５１８立
方メートル［管理開始(H4)以降第３位］を記録しました。

○ダム下流への放流量を最小限にとどめ、ダムに流れてくる水量を（約10.0百万ｍ³※東京ドーム約8個分）を最大限貯

め込み、ダムが無かった場合に比べ、ダム下流の岩沼地点（宮城県岩沼市）の河川水位を約２０ｃｍ低減することが
出来たと推定されます。

累加レーダー雨量
(12日0時～13日24時)

七ヶ宿ダム

１０月１４日 ９：００時点の貯水位

１０月１２日 １５：００
0

2

4

6

8

10

12

水
位

（
ｍ

）

計画高水位 7.912m

最高水位（実績） ７．１７ｍ

ダムがなかった場合７．４ｍ※

岩沼地点（宮城県岩沼市）
ダム水に貯めることで
約２０ｃｍの水位低下

※速報値

ダム地点の調節量を岩沼地点
で換算したしたもの。
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全流入量(m3/s)  
全放流量(m3/s) 
貯水位(m) 

洪水時最高水位 303.0m

10/12 10/13

（m3/s） （m）

290.14ｍ

286.55ｍ

最大流入量５１８m3/s

ダム最大流入時に

約５０２m3/sの
洪水を調節

総量で約１０．０百万m3を貯め込み、
水位が３．５９ｍ上昇ました。

七ヶ宿ダムの治水効果（阿武隈川下流_宮城県）

摺上川ダム

日
本
海

阿武隈川

七ヶ宿ダム

七ヶ宿ダム諸元
(国土交通省管理）

型 式 ロックフィルダム

ダム高 ９０．０ｍ

堤頂長 ５６５．０ｍ

総貯水容量 １０９百万ｍ3

有効貯水容量 ９９．５百万ｍ3

時間最大22.3mm 累加量179mm

0

100

200

0

10

20

30

時間雨量

累加雨量

（mm）（mm）

ダム上流流域平均雨量

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。
56

最小限のダム放流
量に調節
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摺上川ダム諸元
(国土交通省管理）

型 式 ロックフィルダム

ダム高 １０５．０ｍ

堤頂長 ７１８．６ｍ

総貯水容量 １５３百万ｍ3

有効貯水容量 １４８百万ｍ3

○台風１９号に伴う降雨により、摺上川ダム地点の累加総雨量は215mmに達し、最大流入量は毎秒５２３立方メートル
［管理開始(H18)以降第１位］を記録しました。

○ダム下流への放流量を最小限にとどめ、ダムに流れてくる水量の一部（約14.4百万ｍ³※東京ドーム約12個分）を貯め

込み、ダムが無かった場合に比べ、ダム下流の伏黒地点（伊達市）の河川水位を約３０ｃｍ低減することが出来たと
推定されます。

摺上川ダム

三春ダム

累加レーダー雨量
(12日0時～13日24時)

１０月１２日 ９：００時点の貯水位

１０月１４日 ９：００時点の貯水位

摺上川ダム

日
本
海

阿武隈川

摺上川ダム
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全流入量(m3/s)  

全放流量(m3/s) 

貯水位(m) 

洪水時最高水位 306.5m

10/12 10/13

（m3/s） （m）

291.59ｍ

287.16ｍ

57

最大流入量５２３m3/s

ダム最大流入時に

約５１８m3/sの
洪水を調節

摺上川ダムの治水効果（阿武隈川上流_福島県）

最高水位（実績） ６．２７ｍ

ダムに水を貯めることで
約３０ｃｍの水位低下

伏黒地点（福島県伊達市）

計画高水位 ７．２７ｍ

ダムがなかった場合６．６ｍ※

時間最大26.7mm
累加雨量214.5mm

0

100

200

300

0

10

20

30

時間雨量

累加雨量

（mm）（mm）

ダム上流流域平均雨量

※速報値

ダム地点の調節量を伏黒地点
で換算したしたもの。

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

総量で約１４．４百万m3を貯め込み、
水位が４．４３ｍ上昇ました。最小限の放流量



○台風１９号に伴う降雨により、三春ダム地点の累加総雨量は２９４mmに達し、最大流入量は毎秒６１３立方メートル
［管理開始(H10)以降第１位］を記録しました。

○ダム下流への放流量を最小限にとどめ、ダムに流れてくる水量の一部（約17.9百万ｍ³※東京ドーム約14個分）を貯め

込み、ダムが無かった場合に比べ、ダム下流の阿久津地点（郡山市）の河川水位を約８０ｃｍ低減し、越水氾濫の時間
を短縮することが出来たと推定されます。

摺上川ダム

三春ダム

累加レーダー雨量
(12日0時～13日24時)

１０月１２日 ９：００時点の貯水位

１０月１４日 ９：００時点の貯水位

0

2

4

6

8

10

12

14

水
位

（
m

）

最高水位（実績） １０．０ｍ

ダムがなかった場合１０．８ｍ※

阿久津地点（福島県郡山市）

※速報値

ダム地点の調節量を阿久津地点で
換算したしたもの。

計画高水位 ８．６８ｍ

ダムに水を貯めることで
約８０ｃｍの水位低下
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全流入量(m3/s)  
全放流量(m3/s) 
貯水位(m) 

洪水時最高水位 333m

10/12 10/13

（m3/s） （m）

328.58ｍ

317.37ｍ

最大流入量６１３m3/s

ダム最大流入時に

約５８６m3/sの
洪水を調節

摺上川ダム

日
本
海

阿武隈川

三春ダム

三春ダム諸元
(国土交通省管理）

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 ６５.０ｍ

堤頂長 １７４.０ｍ

総貯水容量 ４２.８百万ｍ3

有効貯水容量 ３６.０百万ｍ3

三春ダムの治水効果（阿武隈川上流_福島県）

時間最大28.8mm 累加雨量294mm

0
100
200
300
400

0
10
20
30
40

時間雨量
累加雨量

（mm）（mm）

ダム上流流域平均雨量

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

総量で約１７．９百万m3を貯め込み、
水位が１１．２１ｍ上昇ました。
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最小限の放流量



○平成の大改修で事業着手した浜尾遊水地(須賀川市)では、東京ドーム約２杯分の量（約260万m3）※を貯留し、これにより須賀

川水位観測所で約30cm※水位を低下させるなど下流河川の流下水位を低下させ、越水箇所を減らしたり越水氾濫の時間を

短縮し、須賀川市下流部や郡山市の浸水被害を軽減させたと推定される。

平常時（H31.3）

出水後（R1.10.14）

須賀川市

郡山市

本宮市

※ 速報値

阿武隈川

阿武隈川

須賀川水位観測所断面図

約30cm低下

遊水地整備後 T.P.239.3m

遊水地整備前 T.P.239.6m

※ 今次出水に関する数値等
は速報値であり、今後変
更となることがある。

浜尾遊水地

浜尾遊水地

浜尾遊水地の治水効果（阿武隈川上流_福島県）
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5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

8.0

7.5

7.0

6.5

6.0

5.5

（6.0m 避難判断水位）

（7.97m 計画高水位）

（6.4m 氾濫危険水位）

（5.0m 氾濫注意水位）

（4.0m 水防団待機水位）

今回洪水の最高水位 7.15m

鳴瀬川総合開発事業 完了後 約6.6m 

大
崎
市
市
街
地
域

漆沢ダムが無かった場合の最高水位 約7.7m 

漆沢ダムの洪水調節により
約50cmの水位低下

約50cm
低下

約1m低下

鳴瀬川総合開発事業後は
ダムが無かった場合に対
して約1mの水位低下

氾濫危険水位 6.4m 

計画高水位 7.97m

鳴瀬川総合開発事業後、
今次最高水位を約50cmの
水位低下

筒砂子ダム（新設）

漆沢ダム
（治水専用化）

三本木橋
水位観測所

三本木橋水位観測所（基準地点）の水位は、既往第2位の7.15mを観測、氾濫危険水位（6.4m）を75cm超過しました。

既設漆沢ダムによる洪水調節が無かった場合、三本木橋水位観測所の水位は計画洪水位付近まで到達したと考えられ、大崎市の中心市街
地に甚大な被害が発生した恐れがあります。

鳴瀬川総合開発事業(筒砂子ダムの新設、漆沢ダムの治水専用化)完成後は、今回出水における三本木地点の水位をさらに約50cm低下でき
るため、同規模の洪水に対し沿川の安全性が大きく向上すると推測されます。

●鳴瀬川流域 位置図 ●大崎市三本木地区付近の斜め写真

●三本木橋水位観測所の最高水位

三本木橋水位観測所

三本木地区
中心部

三本木橋水位観測所

鳴瀬川総合開発事業の効果（鳴瀬川_宮城県）

60
※ 今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。
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【押分排水機場】
内水による浸水被害を軽減するため、押分排水機場において約300万m3の内水を
排出し、約190ha、3,500戸の浸水被害を軽減したと推定。
(浸水面積・浸水戸数は現時点の推定値です。実際と異なる場合がありますので
ご注意ください。)

押分排水機場
阿武隈川

押分排水機場が無かった場合の浸水範囲（推定）
※排水量から推定しているため実際と異なります

押分排水機場外観

押分排水機場

阿武隈川
岩沼市

亘理町

押分排水機場

阿武隈川

岩沼市

亘理町

岩沼市

令和元年10月14日撮影

令和元年10月14日撮影

阿武隈橋

内水排除作業（押分排水機場）の効果（阿武隈川下流_宮城県）



【柴田町下名生地内（排水ポンプ車）】
内水による浸水被害を軽減するため、柴田町下名生地内において約61万m3の内
水を排出し、約5ha、40戸の浸水被害を軽減したと推定。
(浸水面積・浸水戸数は現時点の推定値です。実際と異なる場合がありますの
でご注意ください。)

▲柴田町下名生地内の浸水状況（10月13日撮影）

白石川
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排水ポンプ車
設置箇所

▲排水ポンプ車設置状況

柴田町

白石川

阿武隈川

ポンプ排水を行わなかった場合の浸水範囲（推定）
※排水量から推定しているため実際と異なります

柴田町

内水排除作業（排水ポンプ車）の効果（阿武隈川下流_宮城県）



8時頃撮影

参考資料
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鳴瀬川水系では11水位観測所、名取川水系で１水位観測所、阿武隈川水系の8水位観測所で観測史上最高の水位を更新し、特に阿武隈川水

系においては、福島県内７箇所の主要観測所全てで更新しました。

鳴瀬川水系鳴瀬川

今次洪水と既往洪水の比較（水位）①鳴瀬川・吉田川

鳴瀬川水系吉田川

単位：ｍ

単位：ｍ

河川名
観測所名

1位 R1 9.44 S 25 7.95 R1 7.40 R1 6.74 R1 7.26 R1 8.24 H 6 6.05
2位 H 27 9.13 R1 7.15 H 27 7.23 H 27 6.71 H 27 7.01 H 27 8.21 S 25 5.90
3位 H 18 7.58 H 27 6.88 H 6 6.60 H 6 6.24 H 18 6.55 H 6 7.90 S 61 5.85
4位 H 23 7.13 S 33 6.45 H 1 6.11 S 61 5.85 S 23 6.06 S 61 7.87 H 23 5.63
5位 H 24 6.94 H 6 6.36 S 61 6.03 S 57 5.80 S 61 5.99 S 57 7.70 H 14 5.57
6位 H 21 6.81 S 57 6.28 S 57 5.94 H 1 5.73 H 23 5.99 H 1 7.47 S 57 5.55
7位 H 14 6.69 S 61 6.05 S 33 5.80 S 33 5.64 H 6 5.92 S 33 7.41 H 1 5.52
8位 H 29 5.88 H 1 5.82 H 18 5.80 H 18 5.47 H 24 5.88 H 14 7.40 H 27 5.49
9位 H 28 5.72 S 41 5.81 H 14 5.79 H 14 5.44 H 21 5.78 S 41 7.16 R1 5.37
10位 H 26 5.15 H 18 5.58 H 23 5.48 S 41 5.22 S 57 5.74 H 18 7.15 H 11 5.05

今回 R1.10.12 9.44 R1.10.12 7.15 R1.10.12 7.40 R1.10.12 6.74 R1.10.12 7.26 R1.10.12 8.24 R1.10.12 5.37

鳴瀬川

鹿島台（鳴瀬川） 小野（鳴瀬川）竹谷高倉橋 三本木橋 下中ノ目 野田橋

河川名
観測所名

1位 R1 6.18 H 27 8.88 R1 9.92 R1 10.07 R1 8.67 H 23 6.23 R1 5.77 R1 4.12
2位 H 27 6.10 R1 8.44 H 27 9.36 H 27 9.43 H 27 7.96 R1 5.67 H 27 5.69 H 27 4.02
3位 H 23 5.47 S 61 8.23 S 61 8.55 H 14 8.61 S 25 7.25 H 27 5.47 H 14 4.80 H 14 3.52
4位 H 21 5.35 S 33 8.19 H 23 8.24 H 23 8.19 H 14 7.24 H 14 5.39 S 61 4.77 H 23 3.04
5位 H 24 5.13 H 14 7.42 H 14 8.14 S 61 7.63 S 61 7.22 S 33 5.32 H 23 4.69 H 2 3.04
6位 H 18 4.77 S 41 7.39 H 24 7.26 H 9 7.55 S 33 7.16 S 25 5.12 S 57 4.48 H 24 2.75
7位 H 29 3.99 S 57 7.19 H 9 7.14 H 29 7.38 H 24 6.90 S 61 4.89 H 21 4.47 H 28 2.59
8位 H 26 3.87 H 2 7.17 S 25 7.09 H 24 7.34 H 23 6.64 S 57 4.85 H 24 4.47 H 11 2.44
9位 H 20 3.52 H 23 7.15 H 11 7.08 H 18 7.23 S 57 6.35 H 3 4.69 S 60 4.43 H 21 2.43
10位 H 28 3.46 H 1 7.14 H 18 7.05 H 3 7.22 S 41 6.26 H 9 4.67 H 2 4.36 H 3 2.33

今回 R1.10.12 6.18 R1.10.12 8.44 R1.10.12 9.92 R1.10.12 10.07 R1.10.12 8.67 R1.10.12 5.67 R1.10.12 5.77 R1.10.12 4.12

鹿島台（吉田川） 小野（吉田川） 塩波 新田橋

吉田川 善川 竹林川

高田橋 落合 粕川 幡谷
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今次洪水と既往洪水の比較（水位）②阿武隈川上下流・名取川・最上川

阿武隈川水系阿武隈川上流

最上川水系最上川上流名取川水系名取川阿武隈川水系阿武隈川下流

単位：ｍ

河川名
観測所名

1位 R1 6.34 R1 6.43 R1 12.80 R1 9.73 R1 10.00 R1 9.57 R1 2.55
2位 S23 6.00 S61 5.90 H23 11.57 S16 9.63 H23 9.20 S16 9.00 H1 2.50
3位 H14 5.32 H10 5.47 H14 11.47 H23 8.56 S61 8.75 H23 8.64 S57 1.95
4位 S61 5.26 H14 5.27 H10 11.31 H14 8.52 S16 8.64 S61 8.55 S61 1.90
5位 H10 4.87 H23 5.16 S61 11.31 S61 8.48 H10 8.42 H10 8.17 S39 1.90
6位 S22 4.80 S57 4.70 H29 9.69 H10 8.38 H14 8.32 H14 7.85 H10 1.74
7位 S31 4.75 S41 4.61 S57 9.20 S23 8.00 H29 7.58 S23 7.42 H24 1.68
8位 S25 4.70 S41 4.45 H16 9.11 S13 7.58 H3 7.39 H3 7.25 H23 1.67
9位 H23 4.65 S56 4.36 H3 9.08 H29 7.06 S13 7.20 H29 6.99 S56 1.50
10位 S33 4.64 H29 4.32 H11 8.19 S13 6.97 H16 7.18 H16 6.98 S46 1.45
今回 R1.10.12 6.34 R1.10.12 6.43 R1.10.12 12.80 R1.10.12 9.73 R1.10.12 10.00 R1.10.12 9.57 R1.10.12 2.55

須賀川 八木田

阿武隈川 荒川

伏黒 福島 二本松 本宮 阿久津

河川名
観測所名

1位 R1 23.49 S16 8.04
2位 S16 22.65 S61 7.62
3位 H14 22.33 S23 7.43
4位 S61 22.22 S13 7.42
5位 H10 22.22 S33 7.35
6位 S13 22.10 R1 7.17
7位 S23 22.10 H14 6.91
8位 S33 21.70 H10 6.89
9位 H23 21.61 S19 6.84
10位 H29 21.28 S31 6.76

今回 R1.10.12 23.49 R1.10.12 7.15

阿武隈川

丸森 岩沼
河川名

観測所名

1位 R1 8.99 H27 2.40
2位 H14 8.31 H1 2.22
3位 H6 8.12 R1 2.12
4位 H24 8.08 S57 2.09
5位 H27 7.99 H14 1.94
6位 H23 7.89 H24 1.85
7位 H1 7.74 S61 1.80
8位 H6 7.74 H6 1.71
9位 S57 7.65 S63 1.70
10位 S61 7.65 H1 1.64

今回 R1.10.12 8.99 R1.10.12 2.12

名取川

名取橋 広瀬橋
河川名

観測所名

1位 S42 13.50 R1 14.72 R1 17.36 R１ 18.61
2位 R１ 12.99 S42 13.58 S42 17.28 S61 17.70
3位 S31 12.88 H05 13.58 H05 16.73 S42 17.15
4位 S33 12.67 H10 13.57 S61 16.50 S57 17.06
5位 H26 12.61 S33 13.55 H14 16.03 H14 17.01
6位 S33 12.58 S33 13.50 S33 15.97 H28 17.01
7位 S40 12.43 S61 13.21 S57 15.93 H05 17.00
8位 H05 12.26 H1 13.14 H26 15.85 S33 16.97
9位 S32 12.25 S57 13.10 H18 15.62 S33 16.89
10位 S41 12.20 H28 13.06 S53、S56 15.58 H18 16.74

今回 R1.10.12 13.0 R1.10.12 14.72 R1.10.12 17.36 R1.10.12 18.61

小出 糠野目 西大塚 下田

最上川

単位：ｍ



浜尾遊水地

須賀川市

郡 山 市

85k

90k
95k

105k

109k

石 川 町

矢 吹 町

天 栄 村

100k

玉川村

白河市

中島村

98.6k 左岸 堤防決壊 （須賀川市）

阿武隈川

浜尾第2樋門

堤 防

決 壊

阿武隈川右岸 103.4k～107.8k 溢水

阿武隈川左岸 104.4k～108.4k 溢水

阿武隈川左岸 101.4k 越水

阿武隈川右岸 101.6k～102.4k 越水(一部溢水を含む)

阿武隈川左岸 98.6k 決壊須賀川駅

阿武隈川左岸 96.8k～97.0k 溢水

阿武隈川左岸 103.4k 越水

阿武隈川右岸 95.6k～97.4k 越水(一部溢水を含む)

阿武隈川右岸 90.6k～92.8k 溢水

釈迦堂川左岸 1.2k～1.4k 越水

釈迦堂川右岸 1.1k 越水

釈迦堂川右岸 0.0k～0.6k 越水

阿武隈川左岸 89.6k 越水

阿武隈川左岸 86.2k～86.6k 越水

阿武隈川右岸 86.4k～87.6k 越水

笹原川右岸 1.0k～1.28k 越水

阿武隈川左岸 97.4k～97.6k 越水

決壊： 1箇所
越水：計19箇所
溢水： 計6箇所

※箇所数は(1)～（3）を集計

※河川カメラ、痕跡調査等により確認した箇所を一連区間等で記載
ただし、一部、一連区間の中で越水・溢水が生じていない箇所もある。

《 凡 例 》

越水・溢水箇所※

堤防決壊箇所

阿武隈川の越水・溢水と決壊箇所（１） 12/16 現在
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本宮駅

本 宮 市

二本松市

40k

45k
50k

55k

60k

65k 70k
75k

80k 85k

90k

川 俣 町

大 玉 村

三 春 町

蓬莱ダム

←
 

笹
原
川

郡山駅

阿武隈川左岸 81.2k～81.6k 越水

阿武隈川左岸 68.4k～68.8k 越水

阿武隈川右岸 83.8k 越水

阿武隈川右岸 63.8k～64.6k 溢水

阿武隈川左岸 82.0k 越水

阿武隈川左岸 59.4k～60.2k 溢水

決壊： 1箇所
越水：計19箇所
溢水： 計6箇所

※箇所数は(1)～（3）を集計

《 凡 例 》

越水・溢水箇所※

堤防決壊箇所

※河川カメラ、痕跡調査等により確認した箇所を一連区間等で記載
ただし、一部、一連区間の中で越水・溢水が生じていない箇所もある。

阿武隈川の越水・溢水と決壊箇所（２） 12/16 現在
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5k

10k

15k

20k
25k

30k

35k

40k

45k

伊 達 市

白 石 市

宮 城 県

桑 折 町

福 島 市

七ヶ宿町

国 見 町

0k

福 島 県

蓬莱ダム

摺上川ダム

七ヶ宿ダム 福島駅

阿武隈川左岸 4.0k 越水

阿武隈川右岸 1.2k～1.6k 越水

阿武隈川右岸 3.8k～4.6k 越水
決壊： 1箇所
越水：計19箇所
溢水： 計6箇所

※箇所数は(1)～（3）を集計

《 凡 例 》

越水・溢水箇所※

堤防決壊箇所

※河川カメラ、痕跡調査等により確認した箇所を一連区間等で記載
ただし、一部、一連区間の中で越水・溢水が生じていない箇所もある。

阿武隈川の越水・溢水と決壊箇所（３） 12/16 現在
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吉田川左岸 14.8k+20～16.8k L=652m

吉田川左岸 11.4k+130～14.4k+150 L=20m

吉田川左岸 17.6k+120～17.8k+195 L=275m

吉田川左岸20.9k L=100m
黒川郡大郷町粕川字伝三郎

吉田川右岸 18.2k+157～18.4k+138 L=181m

吉田川右岸20.0k～20.0k+80 L=80m

吉田川右岸 21.5k+145～22.1k+130 L=515

吉田川右岸 24.0k～24.1k+142 L=84m
吉田川右岸 28.9k～28.9k+189 L=189m

竹林川左岸 0.0k～0.4k+43 L=443m

竹林川左岸 0.4k+131～1.2k+140 L=805m

竹林川左岸 1.4k+62～1.6k+105 L=243m

吉田川右岸 30.3k+176～30.5k+23 L=47m

竹林川右岸 2.2k+67～2.2+106 L=39m

善川右岸 2.2k+151～2.2k+187 L=36m

竹林川左岸 3.0k～3.2k+15 L=215m

吉田川右岸 31.1k+110～31.3k+152 L=242m

善川右岸 3.2k～3.4k+72 L=272m

善川左岸 3.0k+125～3.4k+108 L=383m

善川左岸 2.2k+149～2.4k+170 L=221m

善川右岸 0.0k+95～0.4k+162 L=350m

吉田川左岸23.5k+86～23.5k+165 L=79m

吉田川左岸 21.7k+9～21.7k+33 L=24m

善川右岸 0.6k+80～1.2k+131 L=514m

善川左岸 1.6k+112～2.0k+123 L=356m

【決壊・越水・溢水箇所】
吉田川 17箇所
善 川 8箇所
竹林川 8箇所

合 計 33箇所

凡例

堤防決壊箇所

越水・溢水箇所

浸水範囲

吉田川左岸 31.1k+72～31.5k+44 L=372m

竹林川右岸 2.6k+83～3.2k+100 L=617m

竹林川左岸 2.4k+35～2.4k+152 L=117m

竹林川右岸 2.2k+187～2.4k+30 L=43m

善川右岸 1.2k+87～1.8k+186 L=447m

吉田川左岸 28.9k～29.1k+17 L=217m

69※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

10/23 22:00時点

吉田川

吉田川

善川

竹林川

吉田川

吉田川左岸 12.4k～12.4k+165 L=165m

吉田川右岸 31.5k+90～31.7k L=110m

鳴瀬川水系吉田川筋の越水・溢水と決壊箇所


